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（環境理念）

継続的に削減していく。

　

　　（行動指針）
　

当社は商社になる為、商品を仕入れ、ユーザー様にお届けに伺う他、商品の提案
　

を行っており、これらの事業活動に伴う環境への負荷を削減する為に以下の環境への

取組みを行います。

１．二酸化炭素の削減

２．廃棄物の排出量削減

３．排水量の削減

４．環境配慮型商材の拡販

５．グリーン購入の推進

６．法の遵守

株式会社　富田工機
7．地域とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを通して

          代表取締役  富　田　稔
　 地域の環境保全に努めます。

          2018年11月8日改訂

1.　環　境　経　営　方　針

1

当社は環境との共生・調和、環境への取り組みを経営の重要課題として認識し

自ら責任を持ち全社一丸となって地球環境保護活動に取り組み、環境負荷を



　

2. 事業概要

　　代表者 株式会社　富田工機

代表取締役　　富　田　稔

１９７７年４月１日

〒８０６－００５９

北九州市八幡西区萩原1丁目３番２０号

　　及び事務局 環境管理責任者 氏　原　圭　一　郎

  

連絡担当者 氏原　圭一郎　

TEL　： 093-621-0431

FAX　： 093-621-0435

E-mail　 tomita@ch.mbn.or.jp

資本金 10百万円

従業員 18名 （2022年度）

売上高 1610百万円 （2022年度）

床面積 280㎡

　機械工具の販売・卸

全組織・全活動・全従業員

1）事業者名及び

2）法人設立年月日

　　3）所在地

4）環境管理責任者
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　　5）連絡先

　　6）事業規模

7）事業活動の内容

8）登録・認証範囲

mailto:tomita@ch.mbn.or.jp


責任者 作成者

 3.実施体制及び全体組織図（役割含む）2022年度
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氏原圭一郎 吉山祐介

◆　役割分担表　◆

氏　　名 所属（役職） 役割・責任・権限

富田　稔

氏原圭一郎

営業３課課長

吉山　祐介

児島　保徳

富田　隆

村本幸太郎

北村　美穂

富田　久美子

代表取締役社長 全体の統括、環境方針の設定、全体の評価と見直し

環境管理責任者
全体の把握/環境経営システムを構築し、運用し、その状況を社長に報
告する。

環境管理副責任者 EA21文書及び記録類の作成・維持・管理

EA２１委員会
２ヶ月に１回開催し、環境目標の達成状況及び活動計画の実行状況を
把握する。

営業1課課長 営業1課内のＥＡ２１の遂行を統括し、環境商材の拡販を推進する。

営業２課課長 営業２課内のＥＡ２１の遂行を統括し、環境商材の拡販を推進する。

営業３課内のＥＡ２１の遂行を統括し、環境商材の拡販を推進する。

業　務　課 業務課内のＥＡ21を遂行し、ｸﾞﾘｰﾝ調達対象品の購入推進する。

経　理　課 経理課内のＥＡ21を遂行し、ｸﾞﾘｰﾝ調達対象品の購入推進する。

EA21委員会

氏原圭一郎

吉山　祐介

芽組　義幸

富　田　　稔

営業2課

富田　隆：課長

芽組　義幸

営業3課

代表取締役社長

氏原圭一郎

環境管理責任者

営業1課

児島保徳：課長

横田智哉：係長

田中裕之：係長

富田　充

村本幸太郎：課長

氏原　圭一郎

経理課

富田　久美子

富田　直美

吉山　祐介

中島　慶子

業務課

北村　美穂

古森　美也子

北須賀　麻衣

富田　絵理奈

◆　役割分担表　◆

氏　　名 所属（役職） 役割・責任・権限

富田　稔

氏原圭一郎

営業３課課長

吉山　祐介

児島　保徳

富田　隆

村本幸太郎

北村　美穂

富田　久美子

代表取締役社長 全体の統括、環境方針の設定、全体の評価と見直し

環境管理責任者
全体の把握/環境経営システムを構築し、運用し、その状況を社長に報
告する。

環境管理副責任者 EA21文書及び記録類の作成・維持・管理

EA２１委員会
２ヶ月に１回開催し、環境目標の達成状況及び活動計画の実行状況を
把握する。

営業1課課長 営業1課内のＥＡ２１の遂行を統括し、環境商材の拡販を推進する。

営業２課課長 営業２課内のＥＡ２１の遂行を統括し、環境商材の拡販を推進する。

営業３課内のＥＡ２１の遂行を統括し、環境商材の拡販を推進する。

業　務　課 業務課内のＥＡ21を遂行し、ｸﾞﾘｰﾝ調達対象品の購入推進する。

経　理　課 経理課内のＥＡ21を遂行し、ｸﾞﾘｰﾝ調達対象品の購入推進する。

【代表取締役社長】

富田 稔

【環境管理責任者】

氏原圭一郎

【営業1課】

児島保徳課長

横田智哉課長

田中裕之係長

【営業2課】

富田隆課長

【営業3課】

村本幸太郎課
長

氏原圭一郎主
任

富田充主任

吉山祐介

岩本 圭史

【業務課】

北村美穂

古森美也子

湯越麻衣

富田直美

中島慶子

【経理課】

富田久美子

富田直美

【EA21委員会】

氏原圭一郎

吉山祐介



  4．当年度及び中期の環境経営目標

件 件 件 件

件 件 件

教育実施件数 回 回 回 回

　　 ２4回/年 回 回 回 回

※電力の調整後排出係数は、2020年度の九電の　0.479kg-CO2/kＷhを用いた。

※化学物質は、使用していない。

当該年度

購入件数
26 28

24

1 1 1 1

24 24 24
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環境美化活動

環境に意識を持った従業員の育
成

グリーン化商品購入の推進

廃棄物総排出量の削減

42

単位

2021年度 目　　標

2020/11/01～
2021/10/31

2021/11/01～
2022/10/31

2022/11/01～
2023/10/31

2023/11/01～
2024/10/31

2022年度 2023年度 2024年度（基準年度）

▲6%

143.0 140.1 137.3 134.4

30

▲2% ▲4%

32,340 31,680 31,020

▲6%

▲2% ▲4%

11,151,139
環境配慮型商材の拡販 LED販売額

10,204,872 10,511,018 10,826,349

　

▲4%

33,000
紙資源の削減 ｺﾋﾟｰ紙：枚数/年

　

9%

▲6%

水使用量の削減

総量(kg-CO2/
年)

41,947.0 41,108.1 40,269.1

　 ▲2% ▲4% ▲6%

12,392.6

▲4%

12,134.5

総量(トン/年)

総量(ｍ３/年)

0.83 0.81 0.79 0.78

▲2% ▲4% ▲6%

14,788.0

▲2%　

二酸化炭素排出量削減

電気の使用量の削減 ｋWｈ
12,909.0
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都市ガス使用量の削減 N㎥
12.0 11.8

0.0 0.0

▲2% ▲4% ▲6%

灯油使用量の削減 L
0.0 0.0

ガソリン/軽油
使用量の削減

L
15,404.2 15,096.1

▲6%

14,479.9

　

　

11.52 11.3

▲2% ▲4% ▲6%

12,650.8

▲2%

39,430.2

　 3% 6%

32



  5．当年度の主要な環境経営活動計画の内容

（　項　目　） （責任者）

1．二酸化炭素排出量の削減

①電気使用量の削減

・冷房使用時間・設定温度の厳守 児　　島

・働き方改革による残業時間の削減 吉　　山　　

・一定時間立つ場合は、ディスプレイ電源をオフする 村　　本

　

②燃料使用量の削減

・営業車に無駄な荷物は載せない 富　　田

・偶数月営業車のタイヤのエアチェック実施 富　　田

　

③都市ガス使用量の削減

・湯沸器使用後の元栓閉めチェック 退社者

・ぞうきんの使用者はやかんの残り湯を使う 村　　本

２．廃棄物の総量削減

・紙類は極力リサイクル業者に出す 横　　田

・エアー入り梱包材廃棄の場合はエアーを抜く 横　　田

３．水資源使用量の削減

・営業車の洗車回数のチェック 氏　　原

・蛇口をひねる際は、流量を極力少なくする 氏　　原
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（　項　目　） （責任者）

４．紙資源使用量の削減

・コピー機使用後はリセットボタンを押す 田　　中

・印刷出力する前にプレビュー画面で確認する 田　　中

５．環境配慮型商材の拡販

・環境配慮型商材の拡販の意識付け（LEDを中心に） 富田　充

・環境配慮型商材の勉強会実施 富田　充

　

６．グリーン調達の推進

・グリーン調達対象品を調査・把握する 北　　村

・購入品を管理し、グリーン調達対象品に切替可能か

　検討する
北　　村
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  6．環境経営目標の実績 　

ｋｇｰCO2 100.1%

ｋWｈ 92.1%

L 100.0%

N㎥ 98.0%

TON 86.9%

㎥ 141.6%

枚 98.0%

LED拡販/円 131.3%

購入件数 100.0%

回数
100.0%

回数
100.0%

※電力の調整後排出係数は、2020年度の九電の　0.479kg-CO2/kＷhを用いた。
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環境配慮型商材の拡販

グリーン調達を推進
する

26.026件

１回 1回 1回

26

環境教育

環境美化活動
24回 24回 24回

紙資源使用量の削減 33,000

143.0

41947.0

水使用量の削減

都市ｶﾞｽ使用量の削減

灯油使用量の削減 0.0

廃棄物総排出量の削減

電気の使用量削減

二酸化炭素排出量削減

ガソリン/軽油
使用量削減

L 15,404.2

単位

2021年度
基準年度 2022年度目標 2022年度実績

14,849.0

目標
達成率2020/11/01～

2021/10/31
2021/11/01～
2022/10/31

2021/11/01～
2022/10/31

12,909.0 12,650.8 13,738.0

41,056.141,108.1

101.7%15,096.1

0.0 0.0

140.1

10,204,872 10,511,018

99.0

0.83 0.81 0.930

13,796,993

32,340 33,000

12.0 11.8 12.0

37786.7
37214

36381.8

38415

36275

39605.3

40643

38508.4

41947
41056.1

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

CO2排出量
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7．環境経営活動の取組結果の評価及び今後の計画

１.　二酸化炭素の排出量の削減

・二酸化炭素の排出量の削減は、41056.1㎏CO２で、目標達成率は100.1％で達成。

・電気の節電を各自意識したが、猛暑等の影響もあり、92.1％と未達であった。

・燃料（軽油・ガソリン）の使用はエコドライブを徹底し、目標達成率は101.7％で達成で

あった。

・都市ガスの使用量は、98％で未達成。

次年度においては、今年度の活動を維持・継続的しながら、働き方改革による

残業時間の削減、営業ルートの効率化、アイドリングストップなど一人一人意識の

徹底を行ない、責任者が積極的に声を掛けていくようにし、達成に向け努力する。

　
２．廃棄物の総量削減

・細かく分別を徹底し実施したが、達成率は86.9％であった。一人一人減量に努め、
リサイクルできるものは業者にお願いをし回収してもらったが、努力及ばず。
・次年度においても、今年度の活動を維持・継続的しながら、減量化、再資源化に取り組み、
目標達成に向け努力する。

３．水資源使用料の削減
・節水喚起し、達成率は141.6％で達成。
・一人一人の意識や声掛けもあり、無駄に使用することなく、年間通して大幅に達成が
できた。次年度においても、定期的に目標と実績を対比しながら、責任者が積極的に
声を掛けていくようにし、達成に向け努力する。

４．紙資源使用量の削減
・ペーパーレス化2年目ということもあり、達成率は98％であった。
・新しいシステムを導入し、実際ペーパレスに効果がみられるが、まだ紙ベースの仕事
　も必要な時があり、目標設定も今後見直しが必要かと思われる。

５．環境配慮型商材の拡販
・商材を絞りＬＥＤの販売に特化し、ユーザー様も省エネに敏感になっており受注が増えた。
今期も達成率131.3％で達成した。堅調な市況の流れの波に逆らわず、提案営業の効果が、
顕著に達成できたので、今後も継続していきたい。

６．ｸﾞﾘ-ﾝ商品購入の推進
・消耗品の期末購入が多い為、頻度的には少ないが、事前に品目を検討・把握することで
　一人一人が意識することにより達成できた｡
・今後も随時把握して、購入件数の増加に取り組みたい。

７．環境教育の取組
・環境活動計画及び各員の役割分担を説明、今後確実に取り組む。
・エコ関連の助成金の説明会や講習会には、各営業が積極的に参加し、エコ関連商材
　の販売機会を増やす。
・環境配慮型商材の勉強会を企画し、新たな環境商材に取り組んで行く。
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8．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

・当事業所に適用される環境関連法規（廃掃法、北九州市条例等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
とその遵守状況をチェックした結果、違反はありませんでした。

その他関係各機関等からの指導や隣接する事業所及び近隣住民
の方々からの苦情や訴訟もありませんでした。

9．代表者による全体の取組状況の評価及び見直しの結果・指示

    環境活動計画の取組みは、社内全体に浸透している。景気後退の世の中であるが、

    前々期に導入されたペーパーレス化システムにより､大きなエコ推進を行なえた。

     しかしながら、ガソリンや電気といった絶対的に必要になるものはなかなか達成が厳しい

    状況にある。一人一人意識を徹底し、今後もエコ活動を継続しておこなっていきたい。

    

    また本業である環境配慮型の商材の拡販に関してもまだまだ需要のある

    ので、さらに推進したい。

　　　新型コロナウイルスの影響で、売り上げ低迷に陥るが、環境商材の提案、マスクや

　アルコール除菌等のコロナ禍に必要不可欠商材の販売により、補っていけた。

　　会社では感染対策に気を使い、働きにくい環境を余儀なくされたが、一人一人の意識

　向上で、チーム一丸となって会社を守る気持ちが特に強くなった年になったと思える。

　Ｔomita-Kouki　Kankyou　Report　2022
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